
協同活動強化菰I31官3かSE量動

経営郡今 ；鴛代.~共に存置する『地域に根ざし定協同組合j を自指しZ N。.1 

課 園 ｜ 現 状 （平成25年度）

I. J A福光らしい安全安心な経営基盤戦略の実践
食地域に即した戦時の!rt立 I 
1.世代交代寄与への確実な取組み ｜ 

1) lE組合員数mへの取り組み I＠ 組合員噌強 3カ年運動の展開
． （平成23年から平成25年の3年間で220名の筋線加入）

単位 入

組合員瑚強3カ年運動（平成25年度実演は8月末）

H2 3IH24IH25l合計
目標数｜ 1101 551 551 220 
実績I 1白｜ 681 2031 463 

2）世代公代にwい発生するニーズの対応 ｜ ・肘塗、農地の相続を中心に対応

3）後数tll合員削を活胤した正組合員の）XI入促進 ｜ ・正組合員数3,915名 組合員戸数2,568戸（内復教組合員L,058戸）
（平成25年8月現在）

2. J A~刷用者の組合員加入への取り組み ｜ 

1〕 JAの事業利用者への組合員加入促進 l@ J A徳光虚血倶楽部、JA青年節、 JA女性部会員を組合員に勧誘

・総合員や組合貝家族の日帰り人l削ドyタ受診者への助成実施

。 JAまつりの倹討

ムニ
対 応策 I H25 

。 新たな泊ill運動の展開 I o 
0組合員へのアンケートによる組合員ニーズの把糧 と、内部

での組合員情織の共有化によるCs （利用者添足度）向よ

策の策定

。恋人の准組合員化

。

。鍛錬

H26 

0 
0 

6 

J A利用者に総合員メ リットをアピール ｜ 

市明暗別加胴欄 V朋R I端的融 仰 せ 6 －－↓ 一一一斗

。 継続

H27 

。

2iホームペ｝ジ・広報誌 （ファースト） ・タウ

ン銘を活用し、経営理念・事業内容等の情報

発信

。 ホームベージでは、I也元の出来事を中心とした内容を』自殺

．ファース トの毎月発行 ・インイFーネyトを活用したタイムリーな情報鮭供の検討

．パプリシティ（公的公告）の活用した積極的な情報発信で、
6 ----i一一一一一一十－・0 

3. JAfG力組織の活性化による組．書店銀強化 ｜ ｜ 

J A筒光のPRと農産物の販売促巡を図る

I) 脊年-1111・女性部等JA協カ組織の ｜ ・背年部員．京性部員へのメリット還元 ｜ ・継続

氷11t代加入促進 ｜ （情年部 ： 自動車オイル割引、う米蔵繍米料） ｜。著者が関心を持つセミナーやサークル活動等の開催
目 （女性鶴 ： フレッサ底での買物券 ・割引券） ’ 

2）背年部員、女性部員の経常重量加

単位：人

組 織 糊判 H23 I H24 I E了
青年部1 4701 4521 470 
女性剖I1. 0241 9521 861 

単位．入
計 ｜占有比車

60111. 3百
BO 15. l目

。 女性理事の選出促進 （2名以上｝

。

f、’.__, 

6 ----i一一一一一十－・0 

... 

。 地区センター搬能の充実 A一一十一ー一一一－－－j一一一一ー＋
・各種相Z章、 1政次業務の強化

．青年古昔、女性部活動の支鍾

・年金友の会、共帯電友の会、旅行友の会等の事務局

・ひだまりの会を中心と、レた高齢者家 庭への福祉活動の展開
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協同活動強化箪13海3か年運動

経師会 決代と共に存立言する「地域に根ざし店協同組合」奄目指し乞

現 状 ［平成25年度1
0児貨の食良教育の実施

• J A福光アグりスクール「キッズクラブ」の展開

．小学校への教初提供による食農教育の実施

0フレッシュミズを中心とした務委サークル活動の実施

0日本農業新聞， 2誌の光‘樋上等の拡般による農業政策の広報強化

。農作業事故防止の唇荻活動の展開

－農業機敏取銀総習会やフォークリフト運転技能講習会の開催

。 地域住民との父宮tの場として、

ゴルフコンペ、ゲートボール大会、ペタンク大会の開催

4.事業総利益の鉱大に向けた経営管理

1) PDC Aサイクルによる経蛍管理の実践 Jo部門別損援の毎月分析による結果評価と対応

理事会、経営検討会議、調l草子炉j内部会議での分析．対応

課 題

4）教育文化活動の積復的な展開

2）施設の有効利用による経営の効率化

対応策

。 継続

・継続

・継続

。継続

O継続

。総統

．継続

O継続

0企画部門での音｜到達成に向りた具体的手段の立案

・計画（P）ー実行 (D）ー評価（C）ー改普（A）の過程を循環的l:
実践し、業務改善に努める
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H27 

。
。東部保育園建設に伴う駅東、地区の再開発計画I

一一一一一一一一一··t竺＝－~－~~~~－~~~.三ど竺型：！？三竺一一ー－－－－－－－一一一一一－ー”’｜竺竺竺竺.~~竺竺－－ーーー一一一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーL..三：：ゴ二：：：二：土二二二R
5.総合力発銀による事業展開 I. 

1 ）情報の共有化による組合員ニーズへの対応 i・それぞれの部門での情報管理が中心

・信朗自l門は金融渉外、共済はLAが担当

．地区センターを中心とした推進体制

2）総合力が発即される商品開発と

事業体制のm築

3）出向〈体制の更なる強化

4) J Aパンクならではの金融サーピス

－金融共済店舗の光実

5）ニーズに問］した柔軟な

共済の総合保障鎚IR

生産資材と生活物資の共同記送

・組合員ニーズに沿った事業の展開

・ c r !ilf究会、業務研究会の開催

・営農指導体制の充実 ・強化

・金融・共済に限らず、 f.'.!家・組合員の~望に応えられる推進体制
l人暮らし・高齢者宅への積極的な訪問による声併け

ロールプレイング等を取り入れた窓口組当職員の擦過強化

．定期的な休日ローン．年金相談会の1則催

・ATMからの不正払出しゃ、振り込め詐欺等の被害未然防止

→ 啓蒙活動〈情報提供｝や積極的な声掛けの励行

J Aカードとi国人口座日目設のH~進
（キャッシュカードとクレジットカード一体型）

－大手コンピニとの提携によるAT M手数料の無料化 （有料時間宇野有）

．時間外のキャッシュカード・JAカード紛失時速絡先を

ホームページで案内

（キャッシュカード 0120-794-551 J Aカード 0120-159-674〕
・地元農産品の貯金粗品や金利上乗せによる個人貯金の推進

・高齢者向けの年金宅配便の実施

• j目当者のJi~＊番号公開による組合員との述絡強化

・自動車線との逮挽による事紋処mlの迅速化と顧客満足皮肉上

．共済事故相談センターと自動車線が一体となった事故対応

－交通事故のフリーダイヤル（012ト258-931）による24時間対応

．災害時の地区センターとの述塊による対応の強化

3Q訪問活動による全戸訪問

。 共済友の会の会員の減少

・会員資格 1世帯1億円以上の保障保有

会員数 H23 : 678人 H24:632人

－データ一元管型の験討と連合会への働き掛け

。複合渉外担当制（貯金＋共済＋貸付｝導入の倹討

． 地j成に合った述jj~体制見直しの験対

ム－－一十一一一－－－－－・－トー’－－－－－－＋

ム ー－－！ー＋ O
ム ーートー＋ O

!Hw；秘管制滅菌事誕rotHrifn賓童相同一：＇~普底部！i!f＼生活SB）＼滋雄：誉総桜混じ詩l 6 －－－＋－一一一－－l→ 0 
－継続

・継続

・継続

．継続

・継続

・専門研修や按i邑研修への秘領的参加の縦続

．金風本店での開催.銑

・継続

－クレジッ ト・キャッシュカードに加え‘ネットバンキングのPR 

・窓口、キャッシュコーナー等での巡絡方法の周知

。新たなの金融商品（税金等）の開発や、年金の早期予約推進

。継続

。継続

。 自動車共済県内ネットワークによる事故の迅速対応

’継続

・線統

・継続

。 既契約世帯’内の未加入者への推進

。

0

0

0

 。

。

。
；溺；z興事事漉ぬ張。謀議員第織硲奥羽l!tii主将域周年度減税制i'ii:HUiH!::: :::::: I:!I ム 一一←・ o

｛会員資絡ltit宇佐8,000万円以上の保照保有 会員数800人強）
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協同活動強化箪＇ 3浪3か年週働

経営部会 決代と共に存立する「地域に根ざし1e協同組合Jを目指し乞

綜

I. J Aの経宮を支瓦~
1，健全経営に向けた体制の硲立

1）戦略策定・実践担当企岡部門の強化

2）役員定年制の検討

3）不符1胃未然防止に向けた

内I!~·制・内部監査体制の強化

4）監査体制の強化

5）行政、自治JR興会との迎t障の強化

現 状 ｛平成25年度）

・短期 ・中期の事業苦l・iililを基に各部署で実務を』且当

．役員の定年なし

。 コンブライアンス ・プログラムに通基づいた不祥事未然防止簸の実践
．コーンブライアンスマニュアルlこ基づく体制の盤側 ・擁立

－コンブライアンス役員会及ぴ研修会の開催

－情報セキュリティ委員会及ぴ個人情報管理徹底

外孫送信用メール添付ファイルの自動暗号化

－不祥事未然防止のための自主検査実施

。 組合員、利用者からの苦情 ・楓麟への迅速な対応

金融ADRl裁判外紛争解決手総き）制度への対.r/;

．監事監査及び然通告を含めた内郎監査の実·~
－全国重主査機織との述挽

• j曲区代表者との懇談会の開催

• Jl!l続行政とのコンセンサスの充実

対応 策

－長期事業創・副の策定と戦略策定 ・企画部門の強化

．役員定年制の検討

。継続
・継続

・部門毎の研修会開催による関係法令の周知
．継続

継続

・検査のマンネリ化防止の点検項闘の見直し

。 継続

－継続

・継続

・総統
．継続

2.自己資本充実に向けた取り組み ー

1）組合員ti1ー此代から次世代への組合員資械の継承｜。組合員増強運動による複数組合員化や青年間への組合員募集 i。継続

2）事業活・lllln・労働生産性などの経営純比車の改善

3）内部留保の光尖

3.人材育成と活力ある磯織づくり

. IP~管理費通事の圧縮 l平成Z4年度末88. l %) 

－労働生産性の向上 l平成24年度末70 5万円｝

自己資本比率（平成25年上半期末16.86%）の維持 ・向上
（園内基準： 4% 国際基償： 8%) 

－継続 ｛回線85. 0%以下）

・継続 （目様90 0万円以上1
．継続

；ミ込書店町会計磐田匝判長1~WO.I綴：適織！隊法適襲主主議補自由観保磁確保， ：Frn:::m言語：i；滋：淵i出；，~ ：：：載緯；民滋増韓国臣派総算勝iぷ娘道費用主；ミ；！ ：：：：：：~11:1:1：郎総！三日：；liil%Ui!i!i1:!
－内部留保による経営リスクの図逓 ｛平成24年度末照高 !.661. 334千円） ｜ ・継続

1) 役臓員のJA理念の理解向上と． 日常業務での人｜ ・ 国際協同組合•1与を製機とした‘ 協同組合原則＇ J A綱領、経営理念等のJAl ・総鋭
づくりの実践 ｜ 理念の周知徹底

｜ ・協同活動強化推進協信会、出談会、青年郎、火性部等での周知
“ 組合員に対する I協同組合 ・JA運動Jへの理解｜

’＠TP P交渉，B加断固反対への...運動の実錨

－継続

。 園への情報開示.求と交渉移加反対要簡の継続

[TP P交渉参加l断闇反対に関する特別決議Jを総代会で承認

3）.計画的な紋耳事長教育の実施 ・専門勝負の育成・教育強化 ・人初育成基本方針の見直し

・人事と連動した資格の取得や、研修会等への参加

4. J A合併に関する取り組みについて . ill減17 J Aから 9J A橋恕の検討 －継続

5.危機管埋体制の砲立に向けた取組について
. ~~桜怠課訴議長五銭鑓~~室長して事業継続計画（B c I ~ ~：＝~＝~~：；~：よ認竺忠＝~号：：榊l

の構築

6.情報システムへの的確な対応 。全国統一の会計システム（コンパスーJAlの将入，運用 l。経営内容情報、財務会副．回定資産、給与相手の一元的管.!Ml

｜ 体制総集による経営の効率化

・資産公定システムによる貸出金及び未収金の適正な回収と、資産査定の実範｜ ・継鋭

・系統BI Sシステムによる自己資本比率基滑に基づいた自主斜制の実錨 ｜ ・継続

。 次期県鎌務システム導入への対応

-42 -
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協同活動強化第 13次3か年運動（平成25年度～平成27年度） 運営審議委員名簿（順不同）
平成25年 12月現在

氏 名 所 一属 氏 名 所 属 氏 名 令 所 φ 属
会 長 菊田一除 代表理事組合長

副会長 中村 三 郎 専務理事
｜ 総代代表 青年部 ・女性部代表 ｜ II 資 源 勇一 常務理事

委 員 瀬 川 政孝 石 累 委員 川 合 一 彦 J A青年部委員長

｜学識経験者
II 法邑定義 広 露目 II 清 水 哲 也 J A青年部副委員長
II 建都雅人 広瀬舘 II 廃 Jll 一 郎 J A青年部副委員長

委員 原因 司 南砺市産業経済部長 II 山田与志信 西太美 II 山田 浩史 J A青年齢副委員長
，， m n泰義宏 砺波Ill林振興センヲー農業普及謀長 II 吉尾 三千夫 太美山 II 西村憲 一 J A青年部副委員長
，， 雄 川 洋平 砺波農林振興センター農業普及課荷砺班長 ，， 奥野勝平 東太美 II 前寺 毅 J A膏年部代表監事
II ~ 居英夫 Ji砺市農業委員 II 村 田 幸雄 司d 江 II 池田恵星子 J A女性部部長
，， 控 野 正 男 福光自治振興会協議会会長 II 柴 田 久則 北 山 回 II 松 崎 外 枝 J A女性部副部長
JI 魚瀬 代根夫 富山県農協中夫会専務付（地区担当） II 井幡宮治 山 国 ，， 豊 田 妙 子 J A女性部副部長
II 塚原 純海 農林中央金庫推進企画斑訴査役 II 山 下晴夫 南鐙谷 II 中 山 真紀 J A女性部書記

" 大浦 栄次 富山県厚生連健康管理審査役 II 岩城 治 福 光 JI 山 由 窓 子 J A女性部会計
fl 西 浦太成 全農富山県本部管理部砺波地区担当部長
，， 村井啓祐 全共連富山県本部普及推進第2グループ課長

生産組合協議会代表 ｜ ｜消費者代表
｜ 農協役員

委員 中川 功 石 黒 委員 吉 居真知子 モニター会議
委 員 川合久 仁 理事 II 森 田 喜邦 広 瀬

II 水 口 健 理事 II 常 本 啓文 広瀬舘
II 石崎耕 三 理事 II 柴 直章 酉太美
II 高田 正 理事 II 因 i崎弥作 太美山
II 西村信 ニ 理事 II 木村伊徳 東太羨
II 森 岡窓 ニ 理事 II 村 上 峰明 τE主2' 江

営農組織代表 i，， 中 川 栄 理事 II 高松茂久 北山田
II 中川賢 一 理事 II 竹田 甚悦 山 回 委員 石崎慶 二 福光協業組織協議会

’I 辻野 篤 理事 II 谷浦良 一 南蟹谷 II 石崎慶 ニ 福光水需産情協議会
JI 山田 良 誠 理事 If 出 村孝志 福 光 II 江 川 久雄 野菜生産出術協議会
Ji 吉 田 光 春 理事 II よ野幸生 畜産生産出荷悩議会
II 山崎 弘 理事

｜組合員代表
II 仲筋英生 富山干柿出荷組合連合会

II 加膝蕃賜 理事 If 法邑定義 南砺市福光地区中級農業者協議会
II 池回豊 一 翠事 委員 棚田邦昭 石 黒 ，， 宮崎与 一 福光フルーツ生産者協会
II 水口 良春 理事 ，， 片山久志 広 瀬
II 高 瀬行雄 理事 JI 上 回志郎 広瀬舘
II 影 近博明 理事 JI 桃野一清 西太美

生活組織代表 ｜JI 北島 茂 理事 II 中島義雄 太美山

’J 置 回正俊 代表監事 II 川 端敏雄 東太美 委員 建都雅人 共済友の会連絡協議会
II 山田 稔 監事 JI 土居 正 憲 吉 江 II 小 僧 英 男 年金友の会連絡↑易機会
II CλJム． 清秀 監事 If 棚田幸光 北山 田 II 舘田美智子 ひだまりの会
，， 府 昭義 監事 ，， 武部利孝 山 回

，， 竹田雅弘 南書E谷
，， 倉田元次 福 光 以上 8 7名
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協同活動強化第13次3か年運動（平成25年度～平成27年度）

営 農 部 会 ， 

役 氏 名 所 民 役

原因 司 学識経験者

府藤 義 宏 学識経験者

総 川洋 子 学識経厳者

安 居笑夫 学銭経験者

水 口 健 理 事

西村信 ニ 理 事

中川賢 一 理 事

吉田光春 理 事
; 

地 図豊一 理 事

影 近博明 理 事 部会長

辻 清秀 監 事

j去色 定 義 総代代表（広瀬） ・中核農業者悩議会

山田与志信 総代代表（西太豊島｝

部会長 村 田幸雄 総代代表（吉江）

山下晴夫 総代代表（南鐙谷）

常本啓 文 生産組合協議会（広瀬鎗）

木村伊徳 生産組合協議会慎太美）

竹 田甚悦 生産組合協総会（山図）

出村孝志 生産組合協織会（徳光｝ 副都会長

副都会長 川合 一 彦 青年部代表

清 水哲也 青年部代表

中 山 真紀 女性郡代表

山田恵 子 女性郡代表

石崎慶 二 営度経織代表（協業 ・直婦協織会｝

上 野幸生 営農組織代表（資産協議会）

｛中筋英生 営農組織代表（子柿連合会）

土居正＊ 組合員代表｛吉江）

倉 田先次 組合員代表（福光）

28名

部

生

氏

d泊h
~ 

活

名

銀野正男

大浦 栄次

西浦太成

置g- m 正

森回憲 二

辻野 篤

山崎 弘

水 口 良春

情E 昭縫

議 Jll 政孝

構 成

部 ~ 
F斤 属

学識経験者

学総経験者

学識経験者

理 司事

翠 事

理 事

理 • 
理 E唇

監 司E

総代代表 （右黒）

建都雅人 i総代代表 （広潮舘〉

柴 田 久則 総代代表 （北山田〉

森 図 書邦 生産組合m機会 （広灘）

因幡弥作 生産組合t－＇£絡会 （太美山）

高 松 茂久 生産組合協議会 （北山岡）

谷鴻良 一 生産組合協議会 ｛南鐙谷）

西村憲 一 青年部代表

前寺 殺 青年部代表

池回 恵里子 女性部代表

吉居 真知子 消費者代表

宮崎与一 営農組織代表 （フルーツ協会）

舘図美智子 生活組織代表 （ひだまりの会）

よ国 志郎 組合員代表 （広瀬鎗｝

中島 義雄 組合員代表 （太美山）

川端 敏雄 組合員代表 （東太美）

武部利孝 組合員代表 （山図〉

竹 田 雅弘 組合員代表 （南鐙谷）

27名

一11-
44 

(JI原不同）

平成25年 12月現在

経 営 部 ~ 
役 氏 名 所 a 

魚瀬代根夫 学機経験者

塚 原 純 海 学繊経験者

村 井 啓 祐 学線経験者

川 合 久 仁 理 事

石崎耕 三 理 事

中 川 栄 理 事

山田良誠 理 事

加 藤普絹 理 事

高瀬行雄 理 事

山 回 稔 監 E毎

部会長 吉 尾 三千夫 総代代表 ｛会：美山）

奥 野 勝 平 総代代表 （東太美〉

井 幡 吉 治 総代代表 ｛山田）

岩城 治 総代代表 （福光）

中 川 功 生産組合協議会 （石黒）

柴 直章 生産組合協穏会 （西太美）

村 上 続 明 生産組合協議会 （吉江）

庚 川一 郎 青年郁代表

山田浩史 青年部代表

絵由奇外筏 女性部代表

量豊田妙 子 女性部代表

江 Jll 久 雄 営農組織代表 （野菜協議会）

小幡笑努 生活組織代表 ｛年金友の会｝

棚 田 邦昭 組合員代表 （石黒｝

片山久志 組合員代表 （広瀬）＇

桃野一 清 組合員代表 （西太美）

副都会長 繍 図 泰 光 組合員代表 （北山田）

27名


